
概要
本研究の目的は、パリ2024パラリンピック直前の調整期にお

いて、女子T47クラス（上肢障害）の世界トップレベルパラ陸上
短距離選手（400m）を対象に、低酸素高強度インターバルト
レーニング（HITH）の生理的応答および競技パフォーマンスへ
の影響を評価することであった。
健常アスリートに関する知見が多い一方、世界トップレベルの
パラアスリートに対する大会直前の低酸素トレーニング介入を
検証した先行研究はなく、本研究が初の症例報告となる。
本介入では、記録向上には直結せずパフォーマンス維持にとど
まったものの、同一負荷に対する血中乳酸応答の低下が確認さ
れた。外部パフォーマンス指標だけでなく、血中乳酸などの内
部生理指標のモニタリングがコンディショニング評価に有効で
ある可能性を示している。
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